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１．はじめに 

 近年，土木構造物における生産性向上や耐久性向上の観点から，プレキャスト埋設型枠の活用がより一層進

んでいる．埋設型枠の高耐久化を図るために，ビニロン製の短繊維を補強材とした埋設型枠 1)が橋脚等の構造

物に数多く使用されている．また著者の一人は，埋設型枠の薄肉化を目的に耐食性の高いステンレス鉄筋（以

下，SUS 鉄筋）を補強材とした埋設型枠 2)を開発している．本研究では，ビニロン短繊維およびステンレス鉄

筋を補強材とした埋設型枠の曲げひび割れ性状や曲げ変形性能を確認するため，曲げ載荷実験を行った． 

 

２．曲げ載荷実験の概要 

本実験では，ビニロン短繊維を補強材とした埋設型枠

のパネル試験体（以下，Case1）と，SUS 鉄筋を補強材と

した埋設型枠のパネル試験体（以下，Case2）を使用する．

試験体は全て長さ 1,136 mm，幅 300 mm であり，Case1, 

2 は厚さ 45 mm，Case3 は厚さ 55 mm としている．また，

Case2 は厚さ中央に SUS 鉄筋 SUS304-D6 を長辺方向に 3

本，短辺方向に 12 本配置している．Case2 の形状寸法を

図-1 に示す．各ケース 3 試験体ずつ（計 6 試験体）用意

した．試験体のセットアップ状況を写真-1 に示す．支点

間は 900 mm，載荷は 2 点曲げ載荷で行い，等曲げ区間

は 400 mm とした．各ケースで使用する高強度モルタル

の配合表を表-1 に，SUS 鉄筋の機械的性質および高強度

モルタルの試験日材齢における材料特性を表-2，表-3 に

示す．主な測定項目は，載荷荷重および試験体中央のた

わみ変位量，ひび割れ性状である． 

 

３．実験結果および考察  

(1) 荷重-中央たわみ変位関係 

実験で得られた荷重と試験体中央

部のたわみ変位量の関係を図-2 に示 
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図-1 Case2 の試験体概要図（単位：mm） 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 試験体のセットアップ状況（Case1） 

表-1 高強度モルタルの配合表 

 

 

 

表-2 ステンレス鉄筋の機械的性質           表-3 高強度モルタルの材料特性 
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す．各ケースにおける 3 試験体はいずれも同様の挙動

を示していることが確認できる．Case1 は試験体中央

で約 1.2 mm の変位が発生した際にひび割れが発生

し，この時点の荷重が最大となっている．その後荷重

がほぼ増加することなく終局を迎えている． Case2に

ついては，荷重増加と低下を繰り返しながら，Case2

では 3 試験体の最大荷重が 10.1 kN となる．ひび割れ

が発生するたびに荷重が低下しており，複数のひび割

れが発生することで，荷重の増加と低下を繰り返して

いる．実験結果の一覧を表-4 に示す．各ケース 3 試験

体の平均値を示している．ひび割れ発生応力は Case1

が Case2 と比較して大きくひび割れ抵抗性が高いこ

とが分かる．一方，最大曲げ応力や最大曲げ変位は

Case2 の方が大きい値となっており，曲げ耐荷性能や

変形性能に優れている． 

(2) 埋設型枠のひび割れ性状 

各ケースにおけるひび割れ本数と最大ひび割れ幅

の関係を図-3 に，載荷後の Case1，Case2 の底面のひ

び割れ状況を写真-2 に示す．Case1 では荷重が増加し

てもひび割れ本数は変わらず最大ひび割れ幅が増加

しているが，Case2 では荷重の増加に伴いひび割れ本

数が増加して最大ひび割れ幅がさほど増加しない結

果となっている．このことから，Case2 はひび割れ分

散性に優れていることが分かった． 

 

４．おわりに 

 埋設型枠パネルを用いた曲げ載荷実験により，短繊

維を用いた埋設型枠はひび割れ抵抗性が高く，SUS 鉄

筋を用いた埋設型枠は曲げ耐荷性能や変形性能，ひび

割れ分散性に優れていることが確認できた． 
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図-2 荷重－中央たわみ変位関係 

 

表-4 実験結果の一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 ひび割れ本数と最大ひび割れ幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 試験体底面のひび割れ発生状況 
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